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説
経
・
古
浄
瑠
璃
を
題
材
と
し
た
絵
画
資
料
に
つ
い
て 
 
粂  
 
 
汐  
里 
  
要  
旨 
 
能
・
狂
言
・
歌
舞
伎
で
は
絵
画
資
料
を
用
い
た
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
説
経
・
古
浄
瑠
璃
も
、
演
劇
的
な
観
点
か
ら
の
絵
画
資
料
の
収
集
・
分
類
が
必
要
だ
が
、
こ
れ
ま
で
個
別
の
作
品
論
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
物
語
を
描
く
絵
画
で
あ
る
絵
巻
、
絵
本
を
収
集
し
、
系
統
分
類
を
試
み
る
と
共
に
、
個
々
の
資
料
の
傾
向
と
特
徴
に
つ
い
て
基
礎
的
な
考
察
を
行
っ
た
。
は
じ
め
に
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
物
語
を
描
く
絵
画
の
現
存
作
品
四
六
点
を
リ
ス
ト
化
し
、
書
型
、
同
系
統
の
本
文
を
有
す
る
正
本
と
の
照
合
を
行
い
な
が
ら
、
制
作
時
期
の
整
理
を
試
み
た
。
次
に
絵
巻
、
絵
本
と
正
本
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
、
本
文
、
挿
絵
の
点
か
ら
考
察
し
た
。
挿
絵
に
お
い
て
は
、
正
本
の
挿
絵
を
流
用
し
た
絵
巻
、
絵
本
の
作
例
は
寛
文
頃
成
立
の
絵
巻
一
点
の
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
主
に
版
本
を
元
に
大
量
生
産
さ
れ
て
き
た
舞
曲
と
対
照
的
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
を
題
材
と
し
た
扇
面
画
・
屏
風
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
最
後
に
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
か
ら
題
材
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
絵
巻
や
絵
本
を
、
上
演
記
録
や
内
容
を
手
が
か
り
に
要
検
討
作
品
と
し
て
列
挙
し
た
。 
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は
じ
め
に 
 
 
無
類
の
芝
居
好
き
で
あ
っ
た
松
平
直
矩
の
日
記
『
松
平
大
和
守
日
記
』
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
二
月
十
三
日
条
に
は
、「
昔
と
か
は
り
た
る
事
は
、
さ
ま
〳
〵
有
と
い
ふ
う
ち
に
、
上
る
り
の
さ
う
し
い
ろ
〳
〵
出
来
た
り
、
あ
ら
ま
し
か
そ
へ
て
見
る
に
、
内
に
せ
つ
き
や
う
の
さ
う
し
も
有
、
よ
き
物
の
本
は
す
く
な
し
、
思
ひ
い
た
し
次
第
に
書
の
せ
る
」
と
あ
り
、
以
下
、
一
七
〇
余
り
の
作
品
名
が
列
挙
さ
れ
る
。
 
（
1
）
当
時
の
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
名
寄
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
浄
瑠
璃
史
に
お
け
る
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
と
い
え
ば
、
寛
永
（
一
六
二
四
―
）
以
降
、
浄
瑠
璃
正
本
の
形
式
が
整
え
ら
れ
、
書
肆
に
よ
る
活
発
な
浄
瑠
璃
本
の
出
版
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
こ
こ
に
名
を
記
さ
れ
た
「
さ
う
し
」
群
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
印
刷
に
よ
っ
て
流
布
し
た
、
今
日
の
浄
瑠
璃
史
に
お
け
る
「
正
本
」
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
同
時
期
に
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
は
彩
色
豊
か
な
絵
巻
や
絵
本―
い
わ
ゆ
る
奈
良
絵
本―
と
い
う
形
で
も
受
容
さ
れ
て
い
た
。
従
来
、
こ
れ
ら
の
絵
巻
や
絵
本
は
、
中
世
の
成
立
と
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
、
古
い
語
り
を
復
元
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、
近
年
で
は
多
く
の
作
品
が
中
世
よ
り
も
む
し
ろ
近
世―
特
に
寛
文
・
延
宝
期―
に
量
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
、
奈
良
絵
本
＝
中
世
の
産
物
と
い
う
捉
え
方
は
再
考
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
説
経
・
古
浄
瑠
璃
研
究
に
お
い
て
も
、
書
肆
や
絵
草
紙
屋
の
営
み
を
考
慮
し
な
が
ら
、
正
本
と
同
時
代
に
流
布
し
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
絵
巻
・
絵
本
を
再
検
討
し
、
個
々
の
作
品
の
成
立
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 
 
加
え
て
、
能
・
狂
言
・
歌
舞
伎
と
い
っ
た
芸
能
の
分
野
で
は
絵
画
資
料
を
用
い
た
研
究
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
 
（
2
）
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
絵
巻
や
絵
本
も
、
演
劇
的
な
観
点
か
ら
収
集
・
再
分
類
が
必
要
で
あ
る
が
、
個
別
の
作
品
論
に
と
ど
ま
り
、
い
ま
だ
総
合
的
な
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
は
い
な
い
。
本
論
で
は
、
ま
ず
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
絵
画
資
料
の
概
要
を
示
し
た
上
で
、
特
に
絵
巻
や
絵
本
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
特
徴
と
系
統
に
つ
い
て
基
礎
的
な
考
察
を
行
い
た
い
。 
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一
、
研
究
史
概
観 
 
 
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
絵
画
化
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
同
時
代
芸
能
の
先
行
研
究
が
示
唆
に
富
む
。
近
年
、
絵
画
資
料
を
用
い
た
研
究
が
急
速
に
進
展
し
た
能
楽
研
究
で
は
、
宮
本
圭
造
氏
に
よ
っ
て
六
つ
の
絵
画
資
料
の
分
類
案
が
提
唱
さ
れ
た
。
 
（
3
）
 
Ａ  
芸
を
伝
え
る
た
め
の
絵
画 
Ｂ  
役
者
の
面
影
を
記
憶
す
る
絵
画 
Ｃ  
風
景
の
一
つ
と
し
て
演
能
を
描
く
絵
画 
Ｄ  
能
・
狂
言
の
舞
台
を
描
く
絵
画 
Ｅ  
能
の
興
行
を
記
録
す
る
絵
画 
Ｆ  
能
の
物
語
を
描
く
絵
画 
右
の
分
類
を
現
在
の
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
研
究
状
況
に
当
て
は
め
る
な
ら
ば
、
Ｃ
に
は
、
近
世
初
期
の
風
俗
画
に
描
か
れ
た
舞
台
図
を
集
め
、
検
証
し
た
人
形
舞
台
史
研
究
会
編
『
人
形
浄
瑠
璃
舞
台
史
』（
八
木
書
店
、
一
九
九
一
年
）
が
、
Ｆ
に
は
、『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
の
諸
本
を
比
較
し
、
そ
の
語
り
の
原
態
を
追
究
し
た
横
山
重
・
信
多
純
一
編
著
『
じ
や
う
る
り  
十
六
段
本
』（
大
学
堂
書
店
、
一
九
八
二
年
）
や
、
松
平
家
と
古
浄
瑠
璃
絵
巻
群
と
の
関
連
を
論
じ
た
深
谷
大
『
岩
佐
又
兵
衛
風
絵
巻
群
と
古
浄
瑠
璃
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
該
当
し
よ
う
。
従
来
の
絵
画
資
料
へ
の
関
心
は
、
舞
台
や
演
出
の
解
明
や
、『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
や
岩
佐
又
兵
衛
と
い
う
著
名
な
絵
師
の
名
を
冠
し
た
限
ら
れ
た
作
品
に
光
が
当
て
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
全
体
像
に
関
す
る
指
摘
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。 
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
物
語
を
描
く
絵
画
と
い
え
ば
、
例
外
も
あ
る
が
、
多
く
が
絵
巻
や
絵
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
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山
重
ら
に
よ
る
『
説
経
正
本
集
』
全
三
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
）、『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
全
十
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
六
四―
一
九
八
二
年
）
の
附
録
編
に
紹
介
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
徳
田
和
夫
編
『
お
伽
草
子
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
で
指
摘
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
徐
々
に
そ
の
数
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
ら
は
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
正
統
な
テ
キ
ス
ト
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
横
山
重
氏
は
「
説
経
正
本
に
準
ず
る
諸
本
」
と
題
さ
れ
た
論
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
（
4
）
 
わ
た
し
が
、
説
経
正
本
集
二
冊
を
刊
行
し
た
の
は
、
昭
和
十
二
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
小
栗
の
古
い
正
本
を
さ
が
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
と
り
あ
へ
ず
、
手
許
の
奈
良
絵
本
「
お
く
り
」
を
附
録
と
し
て
、
提
出
し
て
お
ゐ
た
。
正
本
集
と
名
乗
っ
て
ゐ
る
本
に
奈
良
絵
本
を
附
載
す
る
こ
と
に
は
、
内
輪
で
も
反
対
説
が
あ
り
、
わ
た
し
も
気
後
れ
が
し
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
こ
の
本
（
お
く
り
）
に
限
っ
て
、
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。 
論
で
は
続
け
て
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
刊
の
佐
渡
七
太
夫
正
本
の
写
し
で
あ
る
縦
型
奈
良
絵
本
『
出
世
物
語
』（
現
在
所
在
未
詳
）
と
、
古
説
経
の
本
文
を
も
つ
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
の
『
を
く
り
』
を
挙
げ
、
絵
巻
や
絵
本
の
本
文
の
有
用
性
に
つ
い
て
説
く
。
絵
巻
や
絵
本
の
多
く
は
制
作
に
関
す
る
記
述
を
持
た
な
い
た
め
、
刊
行
さ
れ
た
正
本
と
比
較
し
て
本
文
の
成
立
時
期
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
絵
巻
や
絵
本
の
本
文
が
、
刊
行
さ
れ
た
正
本
を
写
し
た
も
の
な
の
か
、
刊
行
以
前
の
古
い
語
り
を
元
に
し
た
も
の
な
の
か
と
い
っ
た
議
論
が
伴
う
。
絵
巻
や
絵
本
が
説
経
、
古
浄
瑠
璃
の
テ
キ
ス
ト
研
究
の
傍
流
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
背
景
に
起
因
し
よ
う
。
た
だ
し
、
絵
巻
や
絵
本
の
資
料
的
意
義
が
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
諏
訪
春
雄
氏
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
 
（
5
）
 
奈
良
絵
本
と
い
う
、
我
々
は
、
中
世
の
産
物
で
あ
り
、
精
神
も
様
式
も
中
世
を
表
現
し
て
い
る
は
ず
と
考
え
て
疑
問
を
持
た
ぬ
が
、
し
か
し
、
事
実
は
、
そ
の
大
半
が
近
世
の
制
作
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
近
世
前
期
制
作
の
お
び
た
だ
し
い
量
の
奈
良
絵
本
を
総
合
的
な
視
野
に
お
さ
め
て
、
近
世
初
期
浮
世
絵
と
し
て
再
検
討
す
る
こ
と
が
中
世
か
ら
近
世
絵
画
へ
の
移
行
を
解
明
し
、
浮
世
絵
の
成
立
と
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展
開
の
研
究
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。 
絵
巻
や
絵
本
を
初
期
浮
世
絵
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
残
る
が
、
こ
れ
ら
を
中
世
末
か
ら
近
世
初
期
に
ま
た
が
る
資
料
群
と
み
な
し
、
個
々
の
作
品
が
説
経
、
古
浄
瑠
璃
の
成
立
、
受
容
、
展
開
の
、
ど
の
時
点
で
制
作
さ
れ
た
の
か
を
追
究
す
る
こ
と
は
、
研
究
史
を
新
た
な
観
点
か
ら
問
い
直
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
の
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
は
説
経
・
古
浄
瑠
璃
を
描
く
絵
画
の
現
存
状
況
を
確
認
し
、
個
々
の
作
品
の
検
討
を
試
み
た
い
。 
 
二
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
物
語
を
描
く
絵
画 
 
こ
こ
で
は
、「
説
経
・
古
浄
瑠
璃
を
描
く
絵
画
一
覧
」
と
題
し
て
、
現
存
作
品
を
絵
巻
、
絵
本
の
順
に
示
し
た
。
こ
こ
に
挙
げ
た
資
料
は
、
す
で
に
先
行
研
究
で
本
文
が
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
詞
章
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
同
系
統
の
本
文
の
正
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
す
で
に
研
究
が
備
わ
る
『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
と
岩
佐
又
兵
衛
風
古
浄
瑠
璃
絵
巻
群
は
別
途
一
覧
化
し
、
主
要
な
作
品
の
み
を
挙
げ
た
。
説
経
に
関
し
て
は
、『
か
る
か
や
』『
さ
ん
せ
う
太
夫
』『
小
栗
』『
し
ん
と
く
丸
』『
愛
護
若
』『
松
浦
長
者
』
の
み
を
対
象
と
し
た
。 
ま
た
、
正
本
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
版
に
該
当
す
る
テ
キ
ス
ト
を
示
し
た
。《 
》
に
は
、
閲
覧
媒
体
を
示
し
、
▼
に
は
主
要
な
参
考
文
献
を
挙
げ
た
。
所
蔵
機
関
に
は
略
称
を
用
い
た
（
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
＝
Ｃ
Ｂ
Ｌ
等
）。
実
見
で
き
て
い
な
い
資
料
に
関
す
る
書
誌
お
よ
び
成
立
年
は
、
参
考
文
献
に
拠
っ
た
。
こ
の
一
覧
は
あ
く
ま
で
も
仮
の
物
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
次
第
で
見
直
す
べ
き
点
が
多
々
あ
ろ
う
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。 
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絵
巻  
 
古
浄
瑠
璃
『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
』  
＊
岩
佐
又
兵
衛
風
古
浄
瑠
璃
絵
巻
群
に
つ
い
て
は
別
項
目 
・
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
（
赤
木
甲
本
）『
し
や
う
る
り
』
三
軸
、
十
六
段
、
天
正
後
半
か
ら
文
禄
、
慶
長
年
間
の
制
作 
・
赤
木
文
庫
旧
蔵
（
赤
木
乙
本
）『
浄
瑠
璃
姫
物
語
絵
巻
』
三
軸
、
十
六
段
、
慶
長
、
元
和
頃 
・
大
鳥
神
社
蔵
『
浄
瑠
璃
』
二
軸
、
十
二
段
、
近
世
初
期
の
制
作 
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
『
十
二
段
草
紙
』
二
軸
、
十
二
段 
・
班
山
文
庫
旧
蔵
絵
巻
（
零
本
） 
・
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵
『
浄
瑠
璃
』
二
軸 
 
▼
辻
惟
雄
・
坂
田
泉
・
信
多
純
一
解
説
『
上
瑠
璃
』（
京
都
書
院
、
一
九
七
七
年
） 
横
山
重
・
信
多
純
一
『
し
や
う
る
り  
十
六
段
本
』（
大
学
堂
書
店
、
一
九
八
二
年
） 
石
川
透
「
じ
や
う
る
り
」
解
題
（『
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書  
奈
良
絵
本
集
』
五
、
八
木
書
店
、
二
〇
一
九
年
） 
 岩
佐
又
兵
衛
風
古
浄
瑠
璃
絵
巻
群
（『
を
く
り
』
の
み
説
経
、
そ
れ
以
外
は
古
浄
瑠
璃
） 
・
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
『
山
中
常
盤
』
十
二
軸  
 
 
 
 
元
和
末
寛
永
初
年
（
一
六
二
三
）
頃 
版
幸
田
成
友
氏
旧
蔵
『〔
山
中
常
盤
〕』
零
葉
、
元
和
末
寛
永
初
年
頃
刊 
・
香
雪
美
術
館
他
蔵
『
ほ
り
江
巻
双
紙
』
七
巻
残
欠  
寛
永
初
年
（
一
六
二
四
）
頃 
・
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
『
を
く
り
』
十
二
軸  
 
寛
永
後
半
（
一
六
三
四―
一
六
四
四
）
頃 
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・
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
『
上
瑠
璃
』
十
二
軸  
 
 
 
 
寛
永
後
半―
正
保
・
慶
安
（
一
六
三
四―
一
六
五
二
）
頃 
・
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
『
ほ
り
江
巻
双
紙
』
十
二
軸  
 
慶
安―
寛
文
（
一
六
四
八―
一
六
七
三
）
頃 
・
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
『
村
松
』
十
二
軸  
 
 
慶
安―
寛
文
（
一
六
四
八―
一
六
七
三
）
頃 
・
Ｃ
Ｂ
Ｌ
蔵
『
村
松
』
三
軸  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
慶
安―
寛
文
（
一
六
四
八―
一
六
七
三
）
頃 
 
▼
辻
惟
雄
『
岩
佐
又
兵
衛  
浮
世
絵
を
つ
く
っ
た
男
の
謎
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
八
年
） 
 
深
谷
大
『
岩
佐
又
兵
衛
絵
巻
群
と
古
浄
瑠
璃
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
一
年
） 
 
辻
惟
雄
・
佐
藤
康
宏
監
修
・
編
著
『
岩
佐
又
兵
衛
全
集
』
絵
画
編
・
研
究
編
（
藝
華
書
院
、
二
〇
一
三
年
） 
  そ
の
他
（
全
て
古
浄
瑠
璃
） 
・
ド
イ
ツ
国
立
図
書
館
蔵
『
え
ん
の
行
者
』
三
軸
、
寛
文
頃
《『
お
伽
草
子
絵
巻
集
と
研
究  
西
ベ
ル
リ
ン
本
』》 
版
岩
瀬
文
庫
蔵
『
役
行
者
』
一
冊
、
万
治
頃
の
上
方
板
。
正
本
に
準
ず
る
仮
名
草
子
風
の
浄
瑠
璃
本 
・
大
英
博
物
館
蔵
『
ゑ
ん
の
行
者
』
三
軸
、
一
七
世
紀
初
期
頃
《
辻
英
子
『
在
外
日
本
絵
巻
の
研
究
と
資
料
』》 
・
Ｃ
Ｂ
Ｌ
蔵
『
江
島
物
語
絵
巻
』
一
軸
（
上
巻
存
）、
近
世
前
期
写 
・
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
『
ゑ
じ
ま
物
語
』
二
軸 
版
山
城
少
掾
旧
蔵
『
す
ま
ふ
の
祝
言
は
ん
か
く
女
軍
法
ゑ
じ
ま
姫
』
一
冊
、
寛
文
末
延
宝
初
年
刊 
・
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
と
も
な
が
』
二
軸
、
寛
文
か
ら
元
禄
期
《『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
一
》 
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版
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
と
も
な
か
』
上
巻
一
冊
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
刊
、
左
内
正
本 
・
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
二
一
四  
善
本
特
集
二
一
『
村
松
物
語
』
一
軸  
慶
長
頃 
・
逸
翁
美
術
館
蔵
『
一
若
丸
』
一
軸
、
元
禄
頃
か
《
林
久
美
子
『
近
世
前
期
浄
瑠
璃
の
基
礎
的
研
究
』》 
・
学
習
院
大
日
語
日
文
研
蔵
『
よ
し
う
ち
』
五
軸
、
延
宝
～
元
禄
頃
《
大
島
由
紀
夫
『
中
世
衆
庶
の
文
芸
文
化
』》 
*
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
『
義
氏
』
一
冊
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
写→
正
本
写
し
と
思
し
き
写
本 
 
絵
本  
 
○
説
経 
・
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
『〔
せ
つ
き
や
う
か
る
か
や
〕』
二
帖
、
縦
型
特
大
本
、
室
町
時
代
末
期
《『
説
経
正
本
集
』
一
、『
つ
き
し
ま
か
る
か
や―
素
朴
表
現
の
絵
巻
と
説
話
画
』》 
・
天
理
図
書
館
蔵
『
お
く
り
』
三
冊
、
横
型
特
大
本
《『
説
経
正
本
集
』
二
》 
版
神
宮
文
庫
蔵
『〔
を
く
り
〕』
下
巻
の
み
、
古
活
字
版
丹
緑
本 
・
横
山
重
旧
蔵
『
出
世
物
語
』
冊
数
不
明
《『
中
世
文
学  
研
究
と
資
料
』》 
版
天
理
大
図
書
館
蔵
『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
上
中
下
三
冊
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
刊
、
佐
渡
七
太
夫
正
本 
・
個
人
蔵
「
し
ゆ
つ
せ
物
語
」
三
帖
、
縦
型
半
紙
本
《『
説
経  
人
は
神
仏
に
何
を
託
そ
う
と
す
る
の
か
』》 
・
フ
ォ
ー
レ
ッ
チ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
『
さ
よ
ひ
め
』
三
冊
、
縦
型
半
紙
本  
→
京
大
本
、
東
洋
文
庫
本
と
と
も
に
上
方
・
江
戸
板
説
経
正
本
の
祖
本
（
阪
口
論
）《『
説
経  
人
は
神
仏
に
何
を
託
そ
う
と
す
る
の
か
』》 
・
京
都
大
文
学
部
美
学
美
術
史
学
研
究
室
蔵
『
さ
よ
ひ
め
』
三
帖
、
縦
型
半
紙
本
、
近
世
初
期
《『
説
経
正
本
集
』
三
》 
・
東
洋
文
庫
蔵
『
ま
つ
ら
さ
よ
ひ
め
』
二
冊
（
中
巻
欠
）、
横
型
半
紙
本
《『
人
文
研
究
』
三
四
－
四
》 
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・
学
習
院
大
図
書
館
蔵
『
さ
よ
ひ
め
』
二
冊
、
縦
型
半
紙
本  
《
田
中
美
絵
『
国
語
国
文
』
六
七‐
九
》 
版
『
ま
つ
ら
長
じ
や
』
一
冊
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
刊 
▼
川
崎
剛
志
「
絵
画
化
さ
れ
た
説
経―
絵
巻
・
奈
良
絵
本
の
さ
ま
ざ
ま―
」（
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
説
経  
人
は
神
仏
に
何
を
託
そ
う
と
す
る
の
か
』、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
） 
 
阪
口
弘
之
「
説
経
正
本
「
松
浦
長
者
」
の
成
立
」（
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
説
経  
人
は
神
仏
に
何
を
託
そ
う
と
す
る
の
か
』、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
） 
 
○
古
浄
瑠
璃 
古
浄
瑠
璃
『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
』 
・
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『〔
十
二
段
草
子
〕』
二
冊
、
特
大
本
、
室
町
時
代
末
期
《『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
』
別
巻
》 
・
天
理
図
書
館
（
天
理
Ａ
本
）『
し
や
う
る
り
御
前
物
語
』
一
冊
（
零
本
）、
特
大
本 
・
天
理
図
書
館
（
天
理
Ｂ
本
）『
し
や
う
る
り
』
二
冊
、
特
大
本 
・
関
川
亨
氏
蔵
『〔
浄
瑠
璃
〕』
一
冊
（
上
巻
欠
）、
特
大
本
《『
大
阪
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
〇
》 
・
岩
瀬
文
庫
蔵
『〔
浄
瑠
璃
姫
物
語
〕』
二
冊
（
中
下
巻
）、
特
大
本
《『
江
戸
書
物
の
世
界  
雲
英
文
庫
を
中
心
に
た
ど
る
』》 
・
角
屋
保
存
会
所
蔵
『
浄
瑠
璃
姫
物
語
』
七
十
三
丁
。
元
は
横
型
本
か
。
六
曲
一
双
屏
風
に
貼
付
さ
れ
て
い
た
も
の
を
冊
子
に
復
元
。 
《『
角
屋
研
究
』
六
》 
・
石
川
透
氏
蔵
『
浄
瑠
璃
物
語
』
断
簡
一
二
枚
、
元
横
型
本
。《『
古
典
資
料
研
究
』
二
七
》 
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▼
辻
惟
雄
・
坂
田
泉
・
信
多
純
一
解
説
『
上
瑠
璃
』（
京
都
書
院
、
一
九
七
七
年
） 
横
山
重
・
信
多
純
一
『
し
や
う
る
り  
十
六
段
本
』（
大
学
堂
書
店
、
一
九
八
二
年
） 
 
 その
他 
・
高
安
六
郎
氏
旧
蔵
『
ゑ
し
ま
物
語
』
二
冊
、
縦
型
半
紙
本
《
古
典
文
庫
『
古
浄
瑠
璃
集
』》 
・
東
大
国
文
学
研
蔵
『
大
橋
の
中
将
』
二
冊
、
特
大
本
、
江
戸
時
代
初
期
《『
室
町
時
代
短
篇
集
』『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
一
》 
版
大
阪
大
学
赤
木
文
庫
蔵
『
ち
う
し
や
う
』
上
巻
一
冊
、
寛
永
初
年
刊 
・
平
成
二
三
年
十
一
月
東
京
古
典
会
目
録
『
公
平
法
門
あ
ら
そ
ひ
』
三
冊
、
大
型
奈
良
絵
本
、
寛
文
延
宝
頃
写 
・
Ｃ
Ｂ
Ｌ
蔵
『
は
な
や
』
上
巻
一
冊
、
特
大
本
、
江
戸
中
期
《『
在
外
奈
良
絵
本
』》 
版
東
洋
文
庫
蔵
『
は
な
や
』
上
下
合
一
冊
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
刊
、
薩
摩
太
夫
正
本 
・
臨
川
書
店
平
成
二
四
年
夏
季
号
目
録
『
は
な
や
』
中
巻
の
み
、
江
戸
中
期
写 
・
東
洋
文
庫
蔵
『
む
ら
ま
つ
』
二
冊
、
特
大
本
《『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
一
〇
『
岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題
Ⅷ―
東
洋
文
庫
絵
本
コ 
レ
ク
シ
ョ
ン
』》 
版
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
む
ら
ま
つ
』
上
下
二
冊
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
刊 
・
小
野
幸
氏
蔵
『
や
ま
な
か
』
一
冊
（
四
段
）、
縦
一
二
・
五
糎
、
横
一
六
・
七
糎
、
寛
永
頃
の
書
写 
版
幸
田
成
友
氏
旧
蔵
『〔
山
中
常
盤
〕』
零
葉
、
元
和
末
寛
永
初
年
頃
刊 
・
天
理
図
書
館
蔵
『
ゆ
み
つ
ぎ
』
下
巻
一
冊
、
横
型
半
紙
本
《『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
九
》 
版
天
理
大
図
書
館
蔵
『
ゆ
み
つ
き
』
上
下
合
一
冊
、
正
保
五
年
（
一
六
四
八
）
刊
、
若
狭
守
藤
原
吉
次
正
本 
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・
東
大
国
文
学
研
蔵
『〔
ゆ
み
つ
き
〕』
三
冊
（
絵
欠
）、
横
型
半
紙
本
、
一
部
の
題
簽
「
松
の
ふ
」《『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
一
》 
版
正
保
五
年
（
一
六
四
八
）
刊
正
本 
・
龍
門
文
庫
蔵
『
ゆ
み
つ
き
』
二
帖
、
縦
型
半
紙
本
、
江
戸
時
代
初
期
《『
室
町
時
代
短
編
集
』》 
版 
正
保
五
年
（
一
六
四
八
）
刊
正
本 
・
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
ゆ
み
つ
ぎ
』
二
冊
、
横
型
半
紙
本
《『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
一
》  
版 
正
保
五
年
（
一
六
四
八
）
刊
正
本 
  
概
観
す
る
と
、
点
数
の
多
さ
、
成
立
時
期
の
早
さ
の
点
で
、『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
が
群
を
抜
い
て
い
る
。
ま
た
岩
佐
又
兵
衛
風
絵
巻
群
も
一
作
品
に
つ
き
十
巻
以
上
と
い
う
点
で
、
一
覧
の
中
で
異
彩
を
放
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
絵
巻
、
絵
本
以
外
に
も
、
学
習
院
大
学
附
属
図
書
館
『
よ
し
う
ぢ
』
五
軸
や
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
と
も
な
が
』
三
軸
な
ど
、
大
部
な
作
例
が
確
認
で
き
る
。『
江
島
物
語
絵
巻
』『
ゆ
み
つ
ぎ
』
の
よ
う
に
複
数
の
作
例
が
あ
る
場
合
も
あ
る
。
全
体
数
は
、
絵
巻
が
二
一
点
、
絵
本
二
五
点
、
計
四
六
点
で
あ
る
。 
 
次
に
絵
巻
・
絵
本
の
制
作
時
期
を
考
え
て
み
た
い
。
表
１
は
、
参
考
文
献
で
言
及
さ
れ
た
成
立
年
を
阪
口
弘
之
氏
に
よ
る
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
本
文
の
発
達
と
関
連
づ
け
な
が
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
（
6
）
成
立
年
の
言
及
が
な
い
場
合
は
、
石
川
透
氏
が
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
生
成
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
で
示
し
た
絵
巻
・
奈
良
絵
本
の
か
た
ち
に
よ
る
分
類
に
基
づ
き
、
妥
当
と
思
わ
れ
る
時
期
に
配
置
し
た
。
Ⅰ
～
Ⅴ
の
年
代
の
区
分
に
つ
い
て
は
、『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
展
開
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
の
制
作
時
期
の
分
類
に
拠
っ
た
。 
浄
瑠
璃
史
の
草
創
期
に
あ
た
る
Ⅰ
天
正
頃
、
Ⅱ
慶
長
頃
は
絵
巻
が
中
心
で
あ
る
が
、
Ⅳ
寛
文
頃
に
な
る
と
、
こ
の
時
代
に
量
産
さ
れ
た
横
型
お
よ
び
縦
型
の
奈
良
絵
本
が
多
く
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
絵
巻
、
絵
本
の
制
作
量
の
推
移
は
、
浄
瑠
璃
正
本
の
出
版
と
も
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連
動
を
み
せ
る
。
 
（
7
）
Ⅱ
慶
長
頃
は
、
嵯
峨
本
の
『
浄
瑠
璃
』（
焼
失
）
や
大
本
古
活
字
版
で
挿
絵
部
分
に
色
変
わ
り
料
紙
を
用
い
た
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
『
浄
瑠
璃
』
な
ど
、
書
型
も
大
き
く
、
挿
絵
数
も
多
い
、
限
定
さ
れ
た
読
者
層
を
狙
っ
て
の
刊
行
で
あ
っ
た
。
Ⅲ
寛
永
頃
に
入
る
と
、
現
存
最
古
の
古
浄
瑠
璃
正
本
で
あ
る
『
た
か
た
ち
』（
寛
永
二
年
〈
一
六
二
五
〉
正
月
刊
、
横
本
）
を
は
じ
め
と
し
、
お
よ
そ
寛
永
期
に
一
六
点
、
正
保
期
に
一
二
点
、
慶
安
期
に
六
点
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
、
読
み
物
と
し
て
の
正
本
の
需
要
が
一
気
に
拡
大
す
る
。
こ
の
時
期
の
冊
数
や
行
数
に
注
目
し
た
説
経
、
古
浄
瑠
璃
正
本
の
体
裁
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
秋
本
鈴
史
氏
の
論
に
詳
し
い
。
 
（
8
）
 
な
お
、
寛
永
二
年
版
の
『
た
か
た
ち
』
は
、
先
学
に
よ
り
横
本
絵
本
『
た
か
た
ち
』
を
模
し
た
絵
巻
風
の
体
裁
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
 
（
9
）
同
体
裁
の
小
野
幸
氏
蔵
『
た
か
た
ち
』『
酒
呑
童
子
』『
山
中
常
盤
』『
関
原
与
一
』
の
零
葉
と
と
も
に
、
早
期
の
正
本
は
横
本
で
あ
っ
た
。
信
多
純
一
氏
は
、
そ
の
挿
絵
に
つ
い
て
次
の
様
に
述
べ
る
。
 
（
10
）
 
は
じ
め
整
版
本
に
お
い
て
も
奈
良
絵
本
の
場
合
と
同
様
、
原
絵
巻
の
面
影
を
出
来
る
限
り
忠
実
に
写
そ
う
と
努
め
た
。
そ
の
た
め
横
本
に
し
て
、
随
時
絵
を
さ
し
は
さ
む
。
絵
巻
風
に
本
文
・
絵
・
本
文
・
絵
と
並
べ
て
ゆ
く
形
も
あ
れ
ば
、
本
文
の
間
に
絵
を
は
さ
む
よ
う
な
形
、
或
い
は
見
開
き
一
杯
を
用
い
て
、
下
方
に
絵
を
展
開
さ
せ
、
そ
の
上
部
や
空
い
た
と
こ
ろ
に
本
文
を
配
る
な
ど
、
自
在
に
作
り
な
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
絵
に
は
丹
・
緑
・
黄
・
紫
な
ど
の
粗
い
手
彩
色
を
施
し
、
い
わ
ゆ
る
丹
緑
本
と
し
て
発
売
し
た
。 
こ
の
よ
う
に
、
寛
永
頃
に
刊
行
さ
れ
た
正
本
が
、
当
初
は
絵
巻
や
絵
本
の
か
た
ち
を
目
指
し
た
出
版
物
で
あ
っ
た
点
に
注
意
し
た
い
。 
特
に
、
傍
線
部
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
テ
キ
ス
ト
研
究
と
い
え
ば
、
と
か
く
印
刷
さ
れ
た
正
本
に
目
を
向
け
が
ち
で
あ
る
が
、
絵
巻
や
絵
本
の
方
が
正
本
よ
り
も
先
に
、
読
み
物
と
し
て
世
に
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
Ⅳ
寛
文
頃
に
入
る
と
、
刊
行
数
は
落
ち
る
も
の
の
、
江
戸
の
書
肆
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
か
ら
読
み
物
と
し
て
の
性
格
が
強
い
絵
入
り
大
本
『
お
ぐ
り
物
語
』『
あ
い
ご
物
語
』『
さ
ん
せ
う
太
夫
物
語
』
が
上
梓
さ
れ
る
。
こ
の
説
経
の
絵
入
り
大
本
は
い
ず
れ
も
同
一
体
裁
で
あ
り
、
阪
口
弘
之
氏
に
よ
っ
て
説
経
草
子
本
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。
 
（
11
）
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表
１  
 
 
寛永正保期 
語り物が浄瑠璃本として出版される時代 
語り物時代 
口頭で語られていた頃・
操りと提携して間もない頃
阪口の
時代区分
Ⅲ寛永頃 
（生産期） 
1625-1657 
寛永・正保・慶安・承応 
Ⅱ慶長頃
（絢爛期）
1595-1625
慶長・元和
Ⅰ天正頃
(黎明期)
1565-1595
天正・文禄
 
大
鳥
神
社
蔵
『
浄
瑠
璃
』
二
軸 
ハ
ー
バ
ー
ド
大
美
蔵
『
十
二
段
草
紙
』
二
軸 
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『〔
十
二
段
草
子
〕』
二
冊 
天
理
図
書
館
蔵
（
天
理
Ａ
本
）『
し
や
う
る
り
御
前
物
語
』
一
冊
（
零
本
） 
天
理
図
書
館
蔵
（
天
理
Ｂ
本
）『
し
や
う
る
り
』
二
冊 
関
川
亨
氏
蔵
『〔
浄
瑠
璃
〕』
一
冊
（
上
巻
欠
） 
岩
瀬
文
庫
蔵
『〔
浄
瑠
璃
姫
物
語
〕』
二
冊
（
中
・
下
巻
） 
東
洋
文
庫
蔵
『
む
ら
ま
つ
』
二
冊
【
版
】 
香
雪
美
術
館
他
蔵
『
ほ
り
江
巻
双
紙
』
七
巻
残
欠 
小
野
幸
氏
蔵
『
や
ま
な
か
』
一
冊  
【
版
】 
東
大
国
文
学
研
蔵
『
大
橋
の
中
将
』
二
冊
【
版
】 
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
『
を
く
り
』
十
二
軸  
 
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
『
上
瑠
璃
』
十
二
軸  
 
慶
應
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
ゆ
み
つ
ぎ
』
二
冊 
龍
門
文
庫
蔵
『
ゆ
み
つ
き
』
二
帖 
東
大
国
文
学
研
蔵
『〔
ゆ
み
つ
き
（
松
の
ふ
）〕』
三
冊 
天
理
図
書
館
蔵
『
ゆ
み
つ
ぎ
』
下
巻
【
版
】 
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
『
ほ
り
江
巻
双
紙
』
十
二
軸 
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
『
村
松
』
十
二
軸 
Ｃ
Ｂ
Ｌ
蔵
『
村
松
』
三
軸 
思
文
閣
古
書
目
録
『
村
松
物
語
』
一
軸 
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
『
山
中
常
盤
』
十
二
軸
【
版
】 
赤
木
文
庫
旧
蔵
（
赤
木
乙
本
）『
浄
瑠
璃
姫
物
語
絵
巻
』
三
軸 
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
（
赤
木
甲
本
）『
し
や
う
る
り
』
三
軸 
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
『〔
せ
つ
き
や
う
か
る
か
や
〕』
二
帖 
絵
巻
・
絵
本
の
制
作 
※
【
版
】
は
版
本
に
近
い
本
文
と
指
摘
さ
れ
る
も
の
。 
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万治寛文期以降 
同一体裁で説経の絵入り大本シリーズが刊行 
Ⅴ元禄頃 
（終息期） 
1685-1715 
貞享・元禄・宝永・正徳
Ⅳ寛文頃 
（最盛期） 
1655-1689 
明暦・万治・寛文・延宝・天和 
Ｃ
Ｂ
Ｌ
蔵
『
は
な
や
』
一
冊
（
上
巻
存
）【
版
】 
逸
翁
美
術
館
蔵
『
一
若
丸
（
村
松
物
語
）』
一
軸 
天
理
図
書
館
蔵
『
お
く
り
』
三
冊
【
版
】
△ 
角
屋
保
存
会
所
蔵
『
浄
瑠
璃
姫
物
語
』
七
十
三
丁 
石
川
透
氏
蔵
『
浄
瑠
璃
物
語
』
断
簡
一
二
枚 
横
山
重
旧
蔵
『
出
世
物
語
（
さ
ん
せ
う
太
夫
）』
冊
数
不
明
【
版
】
△ 
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
三
帖
△ 
学
習
院
大
図
書
館
蔵
『
さ
よ
ひ
め
』
二
冊
【
版
】 
フ
ォ
ー
レ
ッ
チ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
『
さ
よ
ひ
め
』 
京
都
大
学
蔵
『
さ
よ
ひ
め
』
三
帖
△ 
高
安
六
郎
氏
旧
蔵
『
ゑ
し
ま
物
語
』
二
冊 
東
洋
文
庫
蔵
『
さ
よ
ひ
め
』
二
冊
△ 
ド
イ
ツ
国
立
図
書
館
蔵
『
え
ん
の
行
者
』
三
軸
【
版
】 
Ｃ
Ｂ
Ｌ
蔵
『
江
島
物
語
絵
巻
』
一
軸
（
上
巻
存
） 
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
『
ゑ
じ
ま
物
語
』
二
軸
【
版
】 
学
習
院
大
日
語
日
文
研
蔵
『
よ
し
う
ち
』
五
軸 
慶
応
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
と
も
な
が
』
二
軸
【
版
】 
東
京
古
典
会
目
録
『
公
平
法
門
あ
ら
そ
ひ
』
三
冊 
臨
川
目
録
『
は
な
や
』
中
巻 
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絵
巻
、
絵
本
に
も
、
Ⅳ
寛
文
頃
に
な
る
と
、
シ
リ
ー
ズ
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
量
産
型
の
画
一
化
さ
れ
た
絵
本
が
増
え
て
く
る
。【
表
１
】
の
中
で
△
を
付
し
た
作
品
は
、
川
崎
剛
志
氏
に
よ
っ
て
「
寛
文
頃
の
絵
草
子
屋
に
よ
る
典
型
的
な
造
本
」
と
さ
れ
た
絵
本
で
あ
る
。
川
崎
氏
は
、
先
の
寛
文
中
末
期
頃
の
鶴
屋
喜
右
衛
門
に
よ
る
説
経
の
大
本
シ
リ
ー
ズ
に
触
れ
な
が
ら
、「
前
述
の
如
き
絵
草
子
屋
と
草
子
屋
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
説
経
に
取
材
し
た
奈
良
絵
本
が
制
作
さ
れ
、
ま
た
絵
入
り
大
本
が
刊
行
さ
れ
た
と
推
断
さ
れ
る
」
と
し
、
△
の
「
寛
文
頃
の
奈
良
絵
本
」
も
、
こ
う
し
た
「
当
時
の
書
物
の
市
場
拡
大
の
中
で
現
れ
た
商
品
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
 
（
12
）
 
加
え
て
【
表
１
】
の
中
で
【
版
】
を
付
し
た
も
の
は
、
正
本
と
近
し
い
本
文
関
係
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
絵
巻
、
絵
本
で
あ
る
。
写
本
と
版
本
の
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
か
は
個
々
の
作
品
の
成
立
過
程
に
も
よ
る
が
、
か
つ
て
は
口
頭
で
語
ら
れ
、
上
演
さ
れ
て
い
た
説
経
、
古
浄
瑠
璃
が
、
こ
の
時
期
に
文
字
化
さ
れ
、
写
本
、
版
本
双
方
で
固
定
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
現
存
数
か
ら
み
て
市
場
に
占
め
る
役
割
は
わ
ず
か
だ
が
、
説
経
、
古
浄
瑠
璃
の
絵
巻
、
絵
本
、
正
本
は
、
体
裁
や
本
文
に
お
い
て
、
互
い
に
影
響
を
与
え
合
い
な
が
ら
作
ら
れ
て
き
た
と
み
て
よ
い
。 
 
三
、
本
文
と
挿
絵
に
つ
い
て 
 
そ
れ
で
は
、
絵
巻
や
絵
本
は
、
本
文
と
挿
絵
に
お
い
て
、
正
本
と
ど
の
よ
う
な
影
響
関
係
に
あ
る
の
か
。
ま
ず
は
本
文
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
本
文
に
関
し
て
は
写
本
、
版
本
を
含
め
次
の
三
段
階
で
発
展
し
て
き
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
 
（
13
）
 
説
経  
 
 
①
語
り
物
時
代  
②
寛
永
正
保
期  
③
万
治
寛
文
期
以
降 
古
浄
瑠
璃  
①
語
り
物
時
代  
②
操
り
成
立
か
ら
正
本
刊
行
に
至
る
ま
で
の
時
代  
③
寛
永
期 
本
論
も
本
文
の
成
立
の
前
後
関
係
を
述
べ
る
際
に
は
、
上
記
の
区
分
を
踏
ま
え
な
が
ら
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。 
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絵
巻
、
絵
本
の
本
文
を
正
本
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
主
に
（
１
）
～
（
４
）
の
特
徴
が
確
認
で
き
る
。 
（
１
）
正
本
あ
る
い
は
版
本
と
本
文
が
一
致
す
る
場
合
で
も
、
絵
巻
、
絵
本
の
方
が
長
い
詞
章
を
有
す
る
。 
 
 
（
例
）
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
と
も
な
が
』、
Ｃ
Ｂ
Ｌ
蔵
『
は
な
や
』 
（
２
）
現
存
し
な
い
初
期
の
テ
キ
ス
ト
を
写
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。  
 
    
（
例
）
絵
巻
『
よ
し
う
ち
』―
慶
安
四
年
写
本
『
義
氏
』 
（
３
）
古
い
語
り
物
を
元
に
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。  
 
 
 
（
例
）
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
ゆ
み
つ
ぎ
』 
（
４
）
絵
巻
、
絵
本
化
に
あ
た
り
、
語
り
物
に
特
徴
的
な
表
現
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。  
 
 
    
 
 
（
例
）
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』 
（
１
）
～
（
３
）
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
個
々
の
作
品
紹
介
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
簡
略
に
述
べ
て
お
き
た
い
。（
１
）
慶
應
本
の
絵
巻
『
と
も
な
が
』
は
、
上
巻
の
み
の
寛
永
十
四
年
刊
行
の
左
内
正
本
と
同
系
統
の
本
文
を
有
し
、
失
わ
れ
た
下
巻
の
本
文
を
も
つ
貴
重
な
一
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
は
全
く
同
一
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
比
較
す
る
と
、
絵
巻
の
方
が
一
文
の
末
尾
や
、
各
段
の
移
り
変
わ
り
に
お
い
て
、
若
干
の
長
い
詞
章
を
も
つ
。
一
例
と
し
て
、
冒
頭
部
分
を
挙
げ
て
み
よ
う
。 
正
本  
さ
て
も
そ
の
ゝ
ち
、
む
さ
し
さ
か
み
の
国
に
は
、
わ
た
の
は
ん
く
は
ん
と
も
な
か
と
て
、
八
か
国
に
な
を
ゑ
た
る
、
ゆ
み
と
り
一
人
候
て
、 
絵
巻  
 
 
 
 
 
 
 
 
む
か
し
さ
か
み
の
く
に
ゝ
、
和
田
の
判
官
と
も
な
か
、
と
て
、  
 
八
か
こ
く
に
、
名
を
え
た
る
、
弓
と
り
侍
り
き
、 
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正
本  
御
お
ほ
へ
め
て
た
く
し
、ふ
つ
き
の
い
ゑ
に
て
お
は
し
ま
す
、  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御
子
一
人
も
ち
た
ま
ふ
、 
絵
巻  
そ
の
う
へ
、
一
も
ん
ひ
ろ
し
と
申
せ
と
も
、
家
を
つ
く
へ
き
〔
御
子
〕
も
ち
給
は
さ
る
に
よ
つ
て
、
い
か
ゝ
と
思
は
れ
け
る
と
こ
ろ
に
、
と
し
久
し
く
し
て
、  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御
子
一
人
、
い
で
き
給
ふ
、 
 
正
本  
す
な
は
ち
御
な
を
は
、
わ
た
の
大
郎
と
も
し
け
と
て
、
い
つ
き
か
し
つ
き
た
て
ま
つ
る
、 
絵
巻  
す
な
は
ち
、
わ
た
の
太
郎
と
も
し
け
と
て
、
い
つ
き
か
し
つ
き
た
て
ま
つ
る 
傍
線
部
を
比
較
す
る
と
、
正
本
で
世
継
ぎ
が
い
な
い
こ
と
を
省
略
し
た
た
め
に
た
ど
た
ど
し
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
箇
所
を
、
絵
巻
で
は
丁
寧
な
説
明
に
よ
っ
て
展
開
す
る
。
物
語
の
展
開
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
が
、
絵
巻
の
ほ
う
が
よ
り
丁
寧
な
叙
述
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
微
細
な
異
同
は
、
絵
巻
化
の
際
に
増
補
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
絵
巻
制
作
の
元
で
あ
る
本
文
が
寛
永
十
四
年
正
本
以
前
の
、
省
略
が
施
さ
れ
て
い
な
い
本
で
あ
っ
た
た
め
に
生
じ
た
現
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
寛
永
十
四
年
以
前
の
『
と
も
な
が
』
の
伝
本
が
出
現
し
な
い
限
り
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
だ
が
、
後
述
す
る
寛
文
頃
の
絵
本
、
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
が
、
本
文
の
一
部
を
古
説
経
か
ら
摂
取
し
た
事
例
を
ふ
ま
え
る
と
、
絵
巻
、
絵
本
制
作
の
現
場
で
蓄
積
さ
れ
て
い
た
古
い
正
本
が
、
時
を
隔
て
て
、
絵
巻
や
絵
本
制
作
に
活
用
さ
れ
、
ふ
た
た
び
世
に
流
通
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
の
『
は
な
や
』
も
制
作
自
体
は
江
戸
時
代
中
期
と
さ
れ
る
が
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
刊
本
と
比
較
す
る
と
、
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
の
方
が
長
い
詞
章
を
有
し
て
お
り
、
寛
永
十
一
年
正
本
以
前
の
伝
本
を
元
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 
上
記
の
よ
う
な
絵
巻
、
絵
本
と
正
本
と
の
前
後
関
係
の
裏
付
け
と
な
る
の
は
、
実
際
に
（
２
）
と
し
て
あ
げ
た
よ
う
に
現
存
し
な
い
初
期
の
テ
キ
ス
ト
を
元
に
し
た
絵
巻
が
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。
す
で
に
大
島
由
起
夫
氏
の
論
に
指
摘
が
あ
る
が
、
 
（
14
）
古
浄
瑠
璃
『
義
氏
』
に
は
、
早
大
演
博
本
の
慶
安
四
年
写
本
、
学
習
院
大
本
の
絵
巻
五
軸
、
東
北
大
本
の
江
戸
版
が
あ
る
。
こ
の
慶
安
四
年
写
本
は
、
内
容
か
ら
説経・古浄瑠璃を題材とした絵画資料について（粂） 
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古
い
古
浄
瑠
璃
の
詞
章
を
も
つ
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
て
い
る
が
、
絵
巻
本
文
は
、
江
戸
版
よ
り
も
、
慶
安
四
年
写
本
に
近
い
本
文
を
有
す
る
。
学
習
院
大
学
本
の
絵
巻
は  
表
１  
で
い
う
Ⅳ
寛
文
頃
と
、
や
や
後
年
の
制
作
で
は
あ
る
が
、
そ
の
本
文
は
現
存
し
な
い
古
い
正
本
を
写
し
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 
以
上
は
正
本
と
本
文
校
合
が
可
能
な
絵
巻
、
絵
本
の
場
合
で
あ
る
が
、（
３
）
で
あ
げ
た
慶
應
本
『
ゆ
み
つ
ぎ
』
の
よ
う
に
、
正
本
と
比
較
し
た
結
果
、
絵
本
の
方
が
古
く
、「
五
部
の
本
節
」
時
代
の
古
い
語
り
物
の
詞
章
と
判
断
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
 
（
15
）
 
（
４
）
に
あ
げ
た
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
絵
本
上
中
下
三
冊
が
そ
の
良
き
例
で
あ
る
。
こ
の
絵
本
は
説
経
『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
の
一
伝
本
で
あ
り
、
縦
型
半
紙
本
と
い
う
装
訂
か
ら
Ⅳ
寛
文
期
に
量
産
さ
れ
た
典
型
的
な
奈
良
絵
本
と
み
ら
れ
る
。
詳
細
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
 
（
16
）
こ
の
本
文
は
、
諸
本
中
最
も
古
い
寛
永
末
年
頃
刊
行
の
天
下
一
説
経
与
七
郎
正
本
（
以
下
、
与
七
郎
正
本
）
と
、
そ
れ
に
次
ぐ
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
刊
の
佐
渡
七
太
夫
正
本
（
以
下
、
佐
渡
七
太
夫
正
本
）
に
近
い
本
文
を
も
つ
。
上
巻
で
は
、
与
七
郎
正
本
、
佐
渡
七
太
夫
正
本
と
重
な
る
箇
所
が
多
い
が
、
中
巻
で
は
、
与
七
郎
正
本
と
独
自
本
文
が
混
在
し
た
複
雑
な
本
文
と
な
る
。
下
巻
に
な
る
と
、
天
王
寺
で
つ
し
王
の
足
腰
が
た
つ
と
い
う
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
省
か
れ
、
北
野
神
社
を
舞
台
に
し
た
独
自
の
展
開
と
な
る
。
語
り
物
時
代
の
説
経
説
き
た
ち
は
、
自
ら
が
語
る
空
間
に
合
わ
せ
て
物
語
の
舞
台
を
自
在
に
変
更
し
た
。
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
が
北
野
を
物
語
の
舞
台
と
す
る
の
は
、
初
期
の
説
経
説
き
が
活
動
し
て
い
た
頃
の
語
り
口
が
留
め
ら
れ
て
い
る
た
め
と
み
ら
れ
る
。 
こ
の
よ
う
に
、
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
は
、
説
経
の
中
で
も
初
期
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
制
作
さ
れ
た
絵
本
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
本
文
は
、
初
期
説
経
に
独
特
の
敬
語
法
「
お―
あ
る
」
が
、「
給
ふ
」
な
ど
の
別
の
表
現
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
挿
絵
に
も
、
拷
問
さ
れ
る
安
寿
の
姿
が
描
か
れ
な
い
な
ど
、
残
虐
な
場
面
を
排
除
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
と
い
う
外
題
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
個
人
蔵
本
は
、『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
を
祝
言
の
物
語
へ
と
改
編
し
た
絵
本
で
あ
っ
た
。
本
文
や
挿
絵
の
改
編
は
、
説
経
の
テ
ー
マ
と
い
え
る
艱
難
辛
苦
を
薄
め
、
華
や
か
な
絵
巻
や
絵
本
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
に
す
る
た
め
に
必
要
な
工
程
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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絵
巻
、
絵
本
化
に
適
し
た
作
品
と
、
そ
う
で
は
な
い
作
品
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。 
次
に
挿
絵
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。 
現
在
の
調
査
結
果
で
は
、
正
本
（
こ
こ
で
は
正
本
か
ら
派
生
し
た
版
本
）
を
元
に
し
た
絵
巻
は
、
現
在
ド
イ
ツ
国
立
図
書
館
蔵
『
え
ん
の
行
者
』
三
軸
し
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
絵
巻
は
、
岩
瀬
文
庫
蔵
の
仮
名
草
子
風
の
版
本
と
、
本
文
・
挿
絵
と
も
に
近
い
関
係
に
あ
る
と
い
う
。
ド
イ
ツ
本
を
紹
介
し
た
沢
井
耐
三
氏
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
本
文
は
「
ほ
ぼ
同
一
」
で
、
挿
絵
も
、
絵
巻
（
十
七
図
）、
版
本
（
八
図
）
と
、
絵
巻
の
方
が
多
い
が
、
そ
の
う
ち
五
面
の
挿
絵
は
、「
そ
の
構
図
、
人
物
の
姿
態
な
ど
に
顕
著
な
類
似
が
認
め
ら
れ
、
両
者
の
い
ず
れ
か
が
一
方
を
参
考
に
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
え
な
い
」
と
す
る
。
 
（
17
）
 
版
本
と
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
絵
巻
、
絵
本
は
、
右
の
事
例
の
み
で
あ
る
。
逸
翁
美
術
館
蔵
『
一
若
丸
』
の
絵
巻
な
ど
、
一
部
正
本
と
構
図
が
一
致
し
て
お
り
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
作
品
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
絵
巻
、
絵
本
に
は
、
版
本
を
元
に
し
た
作
例
が
極
め
て
少
な
い
と
い
え
る
。 
こ
の
点
数
を
同
時
代
芸
能
で
あ
る
幸
若
舞
曲
と
比
較
し
て
み
た
い
。
小
林
健
二
氏
の
近
年
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
幸
若
舞
曲
の
絵
画
作
品
現
存
数
は
、
絵
巻
が
一
二
三
点
、
絵
本
が
二
二
八
点
、
屏
風
が
八
点
、
扇
面
画
が
二
点
と
、
合
計
三
百
五
十
点
以
上
も
あ
る
。
 
（
18
）
そ
の
多
く
が
寛
永
年
間
に
上
梓
さ
れ
た
舞
の
本
を
元
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
小
林
氏
が
夙
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
は
絵
巻
、
絵
本
と
し
て
市
場
に
出
回
っ
た
数
も
わ
ず
か
で
、
か
つ
版
本
を
元
に
し
た
挿
絵
が
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
結
果
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
絵
巻
、
絵
本
は
、
幸
若
舞
曲
の
よ
う
に
版
本
を
用
い
て
大
量
生
産
す
る
方
法
で
は
作
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。 
 
刮
目
す
べ
き
は
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
に
は
、
幸
若
舞
曲
の
絵
画
の
よ
う
な
屏
風
や
扇
面
と
い
っ
た
作
例
が
一
点
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
扇
面
画
と
し
て
は
、
か
つ
て
佐
野
み
ど
り
氏
に
よ
っ
て
「
お
そ
ら
く
は
古
浄
瑠
璃
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
大
橋
の
中
将
』
説経・古浄瑠璃を題材とした絵画資料について（粂） 
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の
絵
画
化
」
と
さ
れ
た
Ｙ
家
蔵
幸
若
舞
曲
等
扇
面
画
帖
が
知
ら
れ
て
い
る
。
 
（
19
）
し
か
し
、
こ
の
扇
面
画
を
お
伽
草
子
、
古
浄
瑠
璃
双
方
の
絵
本
の
挿
絵
と
比
較
す
る
と
、
内
容
が
古
浄
瑠
璃
で
あ
る
確
証
は
な
く
、
中
に
は
古
浄
瑠
璃
本
文
と
相
違
す
る
描
写
を
も
つ
扇
面
画
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
厳
密
に
は
古
浄
瑠
璃
の
絵
画
作
品
と
は
い
え
な
い
。
 
（
20
）
 
 
な
お
屏
風
と
し
て
、
留
意
す
べ
き
作
例
に
、
出
光
美
術
館
蔵
『
浄
瑠
璃
芝
居
看
板
絵
屏
風
』
六
曲
一
双
（
伝
菱
川
師
宣
）
が
あ
る
。
後
藤
博
子
氏
に
よ
れ
ば
、
第
一
か
ら
第
三
扇
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
蔵
『
塩
谷
小
次
郎
夜
討
対
決
』
を
題
材
と
す
る
ら
し
い
が
、
 
（
21
）
「
看
板
絵
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
こ
れ
も
ま
た
当
初
は
屏
風
と
し
て
作
ら
れ
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
現
時
点
で
、
扇
面
画
、
屏
風
と
い
っ
た
絵
画
作
品
が
現
存
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
明
確
な
答
え
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
が
、説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
絵
画
は
鑑
賞
す
る
媒
体
と
し
て
、
幸
若
舞
曲
ほ
ど
に
は
需
要
が
な
く
、
種
類
も
多
様
な
展
開
を
見
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。 
 
四
、
要
検
討
作
品
に
つ
い
て 
 
 
こ
こ
ま
で
は
、
す
で
に
説
経
、
古
浄
瑠
璃
の
テ
キ
ス
ト
と
認
め
ら
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
同
時
代
に
説
経
・
古
浄
瑠
璃
正
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
絵
巻
、
絵
入
り
本
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
『
説
経
正
本
集
』
全
三
巻
、『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
全
十
巻
に
収
め
ら
れ
た
作
品
だ
け
が
、
当
時
の
演
目
の
全
て
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
『
松
平
大
和
守
日
記
』
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
二
月
十
三
日
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
そ
の
当
時
、
数
多
の
作
品
が
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
絵
巻
や
絵
本
の
み
で
読
ま
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
正
本
を
元
に
作
成
さ
れ
、
絵
巻
や
絵
本
だ
け
が
伝
来
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
注
目
し
た
い
の
は
、
上
演
記
録
や
、
本
文
内
容
に
よ
っ
て
説
経
や
古
浄
瑠
璃
と
判
断
で
き
る
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絵
巻
や
絵
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
、（
１
）
上
演
記
録
は
あ
る
が
、
正
本
が
な
い
作
品
、（
２
）
詞
章
が
浄
瑠
璃
と
考
え
ら
れ
る
作
品
、（
３
）
奥
浄
瑠
璃
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
作
品
、（
４
）
浮
世
絵
と
の
境
界
線
が
曖
昧
な
作
品
、
の
項
目
ご
と
に
順
次
み
て
い
き
た
い
。 
 
（
１
）
上
演
記
録
は
あ
る
が
、
正
本
が
な
い
作
品 
・
慶
應
義
塾
図
書
館
「
を
と
き
り
」
二
帖
、
縦
型
半
紙 
・
広
島
大
学
国
文
学
研
究
室
「
よ
し
の
ぶ
」
三
冊
、
横
型
半
紙
本 
『
寛
永
日
記
』
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
十
二
月
一
日
条
に
、「
一
、
六
ツ
時
斗
ニ
相
済
申
候
、
オ
ト
ギ
リ
ト
吉
氏
将
軍
ト
二
番
ナ
リ
、
間
々
ニ
狂
言
有
之
」
と
あ
り
、
西
本
願
寺
で
薩
摩
浄
雲
が
「
オ
ト
ギ
リ
」「
吉
氏
将
軍
」
な
る
演
目
を
語
っ
た
記
事
が
あ
る
。
 
（
22
）
薩
摩
浄
雲
は
草
創
期
浄
瑠
璃
界
を
牽
引
し
た
初
期
太
夫
の
一
人
で
あ
る
。「
吉
氏
将
軍
」
は
、
前
掲
「
説
経
、
古
浄
瑠
璃
を
描
く
絵
画
一
覧
」
に
も
挙
げ
た
が
、
正
本
、
絵
巻
が
伝
わ
る
『
よ
し
う
ぢ
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
方
の
「
オ
ト
ギ
リ
」
は
、
慶
應
図
書
館
に
絵
本
『
を
と
き
り
』
が
確
認
で
き
る
。
本
作
は
鎮
西
の
太
守
「
ち
け
ん
の
中
将
よ
し
の
ぶ
」
が
、
宣
旨
に
よ
り
大
番
を
勤
め
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
間
に
家
臣
に
よ
る
謀
叛
が
起
こ
る
と
い
う
、
武
家
物
の
物
語
草
子
で
あ
る
。
本
文
に
語
り
物
に
特
有
の
文
辞
は
な
い
た
め
断
定
は
で
き
な
い
が
、
古
浄
瑠
璃
の
作
品
が
絵
本
化
さ
れ
、
今
日
に
伝
わ
っ
た
一
本
の
可
能
性
が
あ
る
。 
ま
た
、
外
題
の
「
を
と
き
り
」
と
は
「
弟
斬
り
」
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
慶
應
本
の
本
文
で
最
後
に
斬
首
さ
れ
る
の
は
謀
叛
を
起
こ
し
た
臣
下
で
あ
り
、
こ
れ
と
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
慶
應
本
『
を
と
き
り
』
と
異
本
関
係
に
あ
る
広
島
大
学
本
の
『
よ
し
の
ぶ
』
を
読
む
と
氷
解
す
る
。『
よ
し
の
ぶ
』
は
、
謀
叛
を
起
こ
す
人
物
が
実
の
弟
で
あ
る
こ
と
や
謀
叛
の
い
き
さ
つ
が
異
な
る
以
外
は
、
主
人
公
、
娘
、
長
男
の
身
代
わ
り
、
二
人
の
若
君
（
元
服
後
）
の
名
が
、『
を
と
き
り
』
と
悉
く
一
致
す
る
。
登
場
人
物
名
に
限
ら
ず
、
二
説経・古浄瑠璃を題材とした絵画資料について（粂） 
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人
の
若
君
の
身
代
わ
り
の
場
面
や
五
条
に
掲
げ
ら
れ
た
高
札
の
場
面
と
い
っ
た
物
語
の
展
開
も
共
通
す
る
た
め
、『
よ
し
の
ぶ
』
は
、『
を
と
ぎ
り
』
と
異
本
関
係
に
あ
り
、
両
者
は
共
通
の
祖
本
か
ら
別
々
に
派
生
し
た
物
語
草
子
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
元
来
、『
を
と
き
り
』
も
、
『
よ
し
の
ぶ
』
の
よ
う
に
謀
叛
を
起
こ
す
人
物
が
弟
と
い
う
設
定
で
、
そ
れ
を
最
後
に
斬
る
と
い
う
「
弟
斬
り
」
の
物
語
で
あ
っ
た
。
し
か
し
慶
應
本
『
を
と
き
り
』
の
制
作
時
に
改
編
さ
れ
て
し
ま
い
、
外
題
に
名
を
留
め
た
の
で
は
な
い
か
。『
を
と
き
り
』『
よ
し
の
ぶ
』
の
事
例
は
、
正
本
が
確
認
で
き
ず
と
も
、
絵
巻
や
絵
本
と
い
う
か
た
ち
で
物
語
が
伝
わ
っ
た
例
と
い
え
る
。 
 
・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
右
近
太
夫
』
一
冊
、
横
型
半
紙
本 
本
作
は
、
二
冊
が
合
綴
さ
れ
て
お
り
、
二
冊
目
の
紺
地
金
泥
表
紙
中
央
に
貼
付
さ
れ
た
丹
紙
題
簽
に
「
右
近
太
夫
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
冒
頭
よ
り
「
さ
て
も
て
ん
も
ん
の
ひ
ら
き
つ
く
つ
く
と
代
の
あ
り
さ
ま
を
か
ん
か
へ
み
れ
は
」
と
始
ま
り
、「
播
磨
国
の
藤
原
朝
臣
右
近
太
夫
有
時
」
が
宣
旨
に
よ
り
丹
波
国
大
江
山
の
鬼
神
退
治
を
命
ぜ
ら
れ
、
見
事
討
ち
果
た
す
も
の
の
、「
能
勢
の
大
臣
す
け
ち
か
」
に
手
柄
を
横
取
り
さ
れ
、
帰
郷
を
果
た
せ
ぬ
間
に
御
家
騒
動
が
勃
発
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
段
分
け
は
無
い
も
の
の
、
古
浄
瑠
璃
に
典
型
的
な
内
容
を
備
え
て
い
る
。『
松
平
大
和
守
日
記
』
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
二
月
一
三
日
条
の
説
経
、
古
浄
瑠
璃
の
草
紙
の
一
覧
に
み
え
る
「
藤
原
有
時
」
と
は
本
作
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
伊
達
藩
の
支
藩
、
田
村
藩
の
初
代
藩
主
に
よ
る
日
記
『
瑞
雲
院
殿
御
日
記
』
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
四
月
二
二
日
条
に
は
、「
し
や
う
る
り  
有
時  
六
段  
源
太
夫  
は
り
ま
の
事
」
と
み
え
、
浄
瑠
璃
と
し
て
の
上
演
も
確
認
で
き
る
。
惜
し
い
こ
と
に
後
半
部
分
が
欠
け
て
い
る
上
、
挿
絵
の
位
置
も
改
装
時
に
入
れ
替
え
ら
れ
て
お
り
、
物
語
の
結
末
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
端
本
で
は
あ
る
が
、
他
の
伝
存
を
聞
か
な
い
貴
重
な
一
本
で
あ
る
。 
 
・
慶
應
義
塾
大
図
書
館
蔵
「
は
し
ひ
め
」
上
下
二
冊
、
横
型
半
紙
本 
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す
で
に
指
摘
が
あ
る
が
、
本
文
に
浄
瑠
璃
の
形
式
句
が
散
見
さ
れ
、
浄
瑠
璃
本
を
絵
入
り
写
本
に
仕
立
て
た
も
の
と
さ
れ
る
。
 
（
23
）
上
演
記
録
で
は
な
い
が
、『
松
平
大
和
守
日
記
』
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
二
月
十
三
日
条
の
説
経
、
古
浄
瑠
璃
の
草
子
一
覧
に
「
橋
姫
」
と
み
え
る
。 
 
次
に
、（
２
）（
３
）
の
二
項
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
の
で
、
簡
略
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。 
（
２
）
詞
章
が
浄
瑠
璃
と
考
え
ら
れ
る
作
品
と
し
て
は
、
住
吉
大
社
蔵
「
月
か
げ
」
横
型
半
紙
本
六
冊
が
あ
り
、
各
冊
の
冒
頭
と
末
尾
に
「
さ
て
も
そ
の
ゝ
ち
～
」
や
、「
申
は
か
り
は
な
か
り
け
り
」「
～
か
ん
せ
ぬ
人
は
な
か
り
け
り
」
と
い
っ
た
古
浄
瑠
璃
特
有
の
文
句
が
み
え
る
た
め
、
六
段
の
古
浄
瑠
璃
を
六
冊
の
絵
本
に
仕
立
て
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 
（
24
）
 
（
３
）
奥
浄
瑠
璃
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
作
品
と
し
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
御
所
ま
と
』
横
本
半
紙
本
一
冊
が
あ
る
。
正
月
七
日
に
頼
朝
の
御
前
で
開
か
れ
た
御
的
始
め
の
折
に
、
畠
山
重
保
と
梶
原
景
季
が
弓
の
勝
負
を
す
る
話
で
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
成
立
の
奥
浄
瑠
璃
の
伝
本
（
五
段
本
）
が
確
認
で
き
る
。
比
較
す
る
と
、
奥
浄
瑠
璃
本
の
後
半
部
に
あ
た
る
四
段
目
以
降
が
国
文
研
本
と
合
致
す
る
も
の
の
、
前
半
部
の
一
段
～
三
段
に
か
け
て
の
弓
の
勝
負
ま
で
の
い
き
さ
つ
が
み
え
な
い
。
国
文
研
本
に
語
り
物
の
特
徴
的
な
文
辞
が
み
え
な
い
が
、
元
は
語
り
物
で
あ
っ
た
物
語
を
草
子
に
仕
立
て
た
可
能
性
が
あ
る
。 
こ
れ
ら
の
絵
本
は
、
お
そ
ら
く
マ
イ
ナ
ー
な
演
目
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
説
経
・
古
浄
瑠
璃
と
し
て
は
認
知
さ
れ
ず
、
今
日
お
伽
草
子
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
古
浄
瑠
璃
と
し
て
も
追
究
さ
れ
る
べ
き
テ
キ
ス
ト
群
で
あ
る
。
孤
本
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
複
数
の
伝
本
が
出
現
し
な
い
か
ぎ
り
、
こ
れ
以
上
の
追
究
は
難
し
い
。
 
（
25
）
個
々
の
作
品
分
析
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
（
４
）
浮
世
絵
と
の
境
界
線
が
曖
昧
な
作
品
と
し
て
は
、
諏
訪
春
雄
氏
の
、
近
世
前
期
制
作
の
奈
良
絵
本
を
「
近
世
初
期
浮
世
絵
と
し
て
再
検
討
」
す
べ
き
と
い
う
提
言
が
関
わ
っ
て
く
る
。
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
絵
画
化
に
お
い
て
も
、
一
七
世
紀
後
半
以
後
も
な
お
制
作
が
続
説経・古浄瑠璃を題材とした絵画資料について（粂） 
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い
て
い
た
奈
良
絵
本
と
、
同
時
期
に
花
開
い
た
浮
世
絵
と
を
即
座
に
切
り
分
け
る
こ
と
が
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
作
品
と
し
て
は
、
土
佐
浄
瑠
璃
『
名
古
屋
山
三
郎
』
を
絵
巻
化
し
た
遠
山
記
念
館
蔵
『
名
古
屋
三
山
郎
仇
討
絵
巻
』
が
知
ら
れ
る
。
永
瀬
恵
子
氏
の
論
に
よ
れ
ば
、
 
（
26
）
同
系
統
の
絵
巻
が
国
会
図
書
館
、
神
宮
文
庫
、
岩
瀬
文
庫
に
あ
る
と
い
う
。
菱
川
師
宣
の
版
本
「
名
古
屋
山
三
郎
絵
盡
」（
現
存
せ
ず
）
を
も
と
に
し
た
と
さ
れ
、
奈
良
絵
本
と
い
う
よ
り
は
浮
世
絵
の
範
疇
に
入
る
作
例
と
言
え
よ
う
か
。
一
六
世
紀
半
ば
か
ら
一
七
世
紀
半
ば
に
渡
る
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
絵
画
作
品
を
概
観
す
る
に
あ
た
り
、
ど
こ
ま
で
を
区
切
り
と
す
べ
き
か
。
文
学
史
で
い
え
ば
、
近
松
門
左
衛
門
作
『
出
世
景
清
』
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
上
演
以
後
は
、
古
浄
瑠
璃
と
義
太
夫
並
行
時
代
と
な
り
、
や
が
て
古
浄
瑠
璃
は
終
焉
を
迎
え
る
。
一
方
で
、
絵
画
は
時
代
区
分
や
ジ
ャ
ン
ル
を
意
図
せ
ず
に
制
作
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
奈
良
絵
本
、
浮
世
絵
を
問
わ
ず
関
連
作
品
す
べ
て
を
調
査
対
象
と
し
、
一
点
ず
つ
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 
 
五  
説
経
、
古
浄
瑠
璃
の
物
語
を
描
く
絵
画
の
享
受 
 
 
以
上
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
物
語
を
描
く
絵
画
に
つ
い
て
、
作
品
の
現
存
状
況
と
個
々
の
作
品
の
特
徴
を
述
べ
て
き
た
。
存
疑
の
作
品
も
含
め
五
〇
点
弱
と
、
同
時
代
の
芸
能
の
幸
若
舞
曲
と
く
ら
べ
る
と
規
模
は
小
さ
い
が
、
説
経
、
古
浄
瑠
璃
を
絵
で
楽
し
も
う
と
す
る
需
要
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
を
享
受
し
た
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
文
化
的
環
境
に
あ
っ
た
人
々
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
こ
れ
ら
絵
画
作
品
の
享
受
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。 
 
す
で
に
指
摘
が
あ
る
が
、
読
み
物
と
し
て
の
説
経
、
古
浄
瑠
璃
の
享
受
の
記
録
は
、『
言
継
卿
記
』
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
九
月
一
日
に
「
九
郎
衛
門
尉
摂
州
多
田
郷
ヘ
宿
ヲ
カ
ヘ
行
了
、
上
ル
リ
ノ
本
返
了
」
と
あ
る
の
が
最
も
古
い
。
 
（
27
）
「
上
ル
リ
ノ
本
」
が
、
浄
瑠
璃
本
全
般
の
こ
と
な
の
か
、
ま
た
は
作
品
と
し
て
の
『
浄
瑠
璃
御
前
物
語
』
を
指
す
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
当
時
す
で
に
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語
り
物
を
読
む
習
慣
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
本
論
で
度
々
引
い
て
き
た
『
松
平
大
和
守
日
記
』
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
二
月
十
三
日
条
の
草
子
一
覧
か
ら
は
、
そ
の
習
慣
が
定
着
し
た
様
相
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 
 
絵
入
り
の
読
み
物
と
し
て
の
享
受
は
、
近
年
盛
ん
な
岩
佐
又
兵
衛
風
古
浄
瑠
璃
絵
巻
群
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
深
谷
大
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
が
所
蔵
す
る
『
山
中
常
磐
』
十
二
軸
、『
上
瑠
璃
』
十
二
軸
と
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
『
村
松
』
十
二
軸
、
残
欠
本
の
『
堀
江
』
七
軸
に
、
松
平
忠
直
が
与
え
た
鉄
砲
伝
書
と
同
じ
見
返
紙
、
軸
付
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
『
堀
江
』
以
外
の
三
点
の
図
版
が
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
五
月
の
東
京
美
術
倶
楽
部
の
売
立
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
越
前
藩
主
松
平
忠
直
の
周
辺
の
注
文
に
よ
る
制
作
で
あ
る
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
 
（
28
）
ま
た
津
山
松
平
家
愛
山
文
庫
に
は
Ｍ
Ｏ
Ａ
本
『
山
中
常
磐
』
と
海
の
見
え
る
杜
本
『
村
松
』
に
対
応
す
る
三
点
の
古
浄
瑠
璃
系
写
本
が
伝
わ
る
。
 
（
29
）
江
戸
藩
邸
の
書
籍
目
録
『
書
籍
目
次  
扇
号
』
や
明
治
四
年
九
月
制
作
の
愛
山
文
庫
の
『
拝
借
御
書
物
目
録
』
に
『
上
瑠
璃
』『
山
中
常
磐
』『
村
松
』『
堀
江
』
の
書
名
が
み
え
、
藩
主
の
側
室
や
藩
臣
ら
に
読
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
希
有
な
例
で
、
他
藩
の
大
名
家
の
記
録
、
書
籍
目
録
、
蔵
帳
、
道
具
帳
等
を
手
繰
っ
て
み
て
も
、
こ
う
し
た
語
り
物
を
読
ん
だ
、
あ
る
い
は
、
絵
画
と
し
て
受
容
し
た
形
跡
は
ほ
と
ん
ど
つ
か
め
な
い
。 
 
な
お
、
傍
証
で
は
あ
る
が
、
幕
末
期
、
江
戸
幕
府
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
通
航
一
覧
』
の
朝
鮮
王
国
へ
送
ら
れ
た
屏
風
（
贈
朝
屏
風
）
の
画
題
は
、
享
受
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
興
味
深
い
問
題
を
投
げ
か
け
て
く
れ
る
。
こ
の
贈
朝
屏
風
の
記
録
は
、
美
術
史
研
究
に
お
い
て
近
世
初
期
の
御
用
絵
師
た
ち
の
動
向
を
知
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
の
詳
細
は
榊
原
悟
氏
の
著
書
『
美
の
架
け
橋  
異
国
に
遣
わ
さ
れ
た
屏
風
た
ち
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
国
文
学
で
も
画
題
の
う
ち
物
語
絵
・
武
者
絵
に
関
し
て
言
及
し
た
星
瑞
穂
氏
の
論
が
あ
り
、
 
（
30
）
よ
く
知
ら
れ
た
記
事
で
は
あ
る
。
だ
が
、
語
り
物
研
究
の
観
点
か
ら
見
渡
す
と
、
当
時
上
演
さ
れ
て
い
た
古
浄
瑠
璃
の
演
目
や
、
そ
の
正
本
画
題
が
散
見
さ
れ
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
第
六
回
の
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
の
屏
風
の
画
題
一
覧
を
み
て
み
た
い
。
 
（
31
）
こ
の
年
、
二
十
双
の
屏
風
が
制
作
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
、「
碁
盤
忠
信  
一
双  
 
土
佐
広
通
」
や
、「
和
田
合
説経・古浄瑠璃を題材とした絵画資料について（粂） 
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戦  
一
双  
 
土
佐
広
通
」
と
い
っ
た
、
古
浄
瑠
璃
と
題
材
を
同
じ
く
す
る
画
題
が
み
え
る
。
 
（
32
）
『
碁
盤
忠
信
』
の
正
本
は
、
す
で
に
星
瑞
穂
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
刊
の
『
碁
盤
忠
信
』
が
知
ら
れ
る
。『
和
田
合
戦
』
の
古
い
正
本
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
贈
朝
屏
風
の
制
作
か
ら
わ
ず
か
六
年
後
、『
松
平
大
和
守
日
記
』
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
二
月
十
三
日
条
の
草
子
一
覧
に
「
わ
だ
い
く
さ
」
と
見
え
、
ま
た
、
現
存
伝
本
と
し
て
は
端
本
な
が
ら
次
の
三
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
 
（
33
）
 
・
東
京
大
学
図
書
館
「
三
浦
物
語
（
和
田
軍
）」
上
方
板
。
焼
亡
。『
潁
原
古
浄
瑠
璃
資
料
ノ
ー
ト
』
の
記
載
に
よ
る
。 
・
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
「
和
田
軍
」
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
十
八
枚
、
上
方
板
。
東
大
本
の
写
し
か
。 
・
横
山
正
氏
蔵
「
三
浦
物
語
」
端
本
（
三
段
目
、
四
段
目
の
み
）。
延
宝
頃
の
江
戸
板
。
板
心
に
「
わ
た
」
と
あ
り
。 
内
容
は
『
吾
妻
鏡
』
第
二
十
一
・
建
保
元
年
（
一
二
一
三
）
五
月
小
二
日
三
日
の
和
田
義
盛
の
反
乱
を
題
材
と
し
た
、
和
田
一
族
に
よ
る
鎌
倉
御
所
攻
め
、
朝
比
奈
三
郎
の
門
破
り
、
一
族
の
自
害
、
巴
御
前
と
若
君
の
逃
避
行
、
朝
比
奈
三
郎
の
救
出
、
上
総
入
道
安
静
の
斬
首
と
朝
比
奈
三
郎
の
出
世
と
い
っ
た
、
和
田
一
族
の
滅
亡
を
描
い
た
軍
記
浄
瑠
璃
で
あ
る
。
特
に
横
山
氏
蔵
本
は
、
阪
口
弘
之
氏
に
よ
り
「『
松
平
大
和
守
日
記
』
と
つ
な
が
る
一
本
」
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
早
稲
田
本
と
横
山
本
を
併
せ
読
む
こ
と
で
、
当
時
の
語
り
の
面
影
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
書
物
の
流
布
の
み
な
ら
ず
、
当
時
、
芝
居
小
屋
で
の
上
演
や
、
大
名
の
各
藩
邸
で
の
浄
瑠
璃
操
り
に
よ
っ
て
も
、
物
語
は
世
間
に
周
知
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
 
（
34
）
無
論
、
佐
藤
忠
信
や
、
和
田
一
族
を
描
い
た
他
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
画
題
が
古
浄
瑠
璃
か
ら
採
ら
れ
た
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
浄
瑠
璃
を
描
く
絵
画
の
享
受
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
事
例
と
し
て
、
参
考
ま
で
に
あ
げ
て
お
き
た
い
。 
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ま
と
め 
 
以
上
、
雑
駁
な
が
ら
、
現
存
す
る
説
経
、
古
浄
瑠
璃
の
物
語
を
描
く
絵
画
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
横
山
重
氏
が
い
う
よ
う
に
、
絵
巻
や
絵
本
と
い
う
類
い
の
資
料
は
、
正
本
を
軸
と
し
た
語
り
物
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
「
準
ず
る
」
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
元
来
、
正
本
は
絵
巻
や
絵
本
を
手
本
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
正
本
の
み
を
優
位
に
立
た
せ
論
を
進
め
る
の
な
ら
ば
、
書
肆
の
営
為
と
い
う
限
ら
れ
た
営
み
の
中
で
語
り
物
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
の
正
本
を
軸
と
す
る
研
究
方
法
に
異
論
は
な
い
が
、
絵
巻
や
絵
本
と
い
う
資
料
群
を
掘
り
起
こ
し
、
従
来
の
テ
キ
ス
ト
研
究
に
援
用
す
る
こ
と
で
、
正
本
の
あ
ら
た
な
理
解
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
絵
巻
や
絵
本
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
絵
画
資
料
に
は
、
文
字
を
伴
わ
な
い
語
り
の
世
界
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
本
文
と
挿
絵
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
作
品
を
丁
寧
に
読
み
解
い
て
ゆ
く
ほ
か
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。 
 
※
本
研
究
は
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究
「〈
判
官
物
〉
の
語
り
物
の
基
礎
的
研
究―
幸
若
舞
曲
・
説
経
・
古
浄
瑠
璃
の
影
響
関
係
の
究
明―
」（
課
題
番
号19K13084
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
 〔
注
〕 
（
1
）『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
よ
り
引
用
。 
（
2
）
能
に
つ
い
て
は
小
林
健
二
『
描
か
れ
た
能
楽  
芸
能
と
絵
画
が
織
り
な
す
文
化
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）、
狂
言
に
つ
説経・古浄瑠璃を題材とした絵画資料について（粂） 
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い
て
は
藤
岡
道
子
「
狂
言
の
古
図
か
ら
見
え
て
く
る
も
の―
江
戸
時
代
以
前
の
演
技
・
演
出
を
推
考
す
る―
」（『
芸
能
史
研
究
』
一
九
五
、
二
〇
一
一
年
）「
絵
画
資
料
に
見
る
江
戸
初
期
の
狂
言
」（『
能
と
狂
言
』
一
一
、
二
〇
一
三
年
五
月
）、
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
諏
訪
春
雄
『
歌
舞
伎
史
の
画
証
的
研
究
』（
飛
鳥
書
房
、
一
九
七
四
年
）
な
ど
。 
（
3
）
宮
本
圭
造
「
能
・
狂
言
と
絵
画―
描
か
れ
た
能
・
狂
言
の
系
譜―
」（『
能
楽
研
究
』
三
五
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。
ま
た
、
二
〇
一
七
年
に
楽
劇
学
会
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
絵
画
か
ら
み
る
楽
劇
史
」
が
開
催
さ
れ
、
音
楽
（
楽
器
）
か
ら
は
高
桑
い
づ
み
氏
、
能
か
ら
は
小
林
健
二
氏
、
狂
言
か
ら
は
藤
岡
道
子
氏
、
浄
瑠
璃
か
ら
は
田
草
川
み
ず
き
氏
、
歌
舞
伎
か
ら
は
石
橋
健
一
郎
氏
が
登
壇
さ
れ
、
芸
能
史
研
究
に
お
け
る
絵
画
資
料
の
意
義
や
可
能
性
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
説
経
・
古
浄
瑠
璃
に
関
す
る
意
見
は
な
か
っ
た
が
、
研
究
方
法
に
関
し
て
、
多
大
な
る
示
唆
を
得
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。 
（
4
）
横
山
重
「
説
経
正
本
に
準
ず
る
諸
本
」（
久
松
潜
一
編
『
中
世
文
学  
研
究
と
資
料
』
至
文
堂
、
一
九
五
八
年
） 
（
5
）
諏
訪
春
雄
「
初
期
浮
世
絵
と
し
て
の
奈
良
絵
本
」（『
近
世
芸
能
史
論
』
一
九
八
五
年
）。 
（
6
）
阪
口
弘
之
「
操
浄
瑠
璃
の
語
り―
口
承
と
書
承―
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
四
二
、
一
九
九
四
年
五
月
）、「
説
経
「
苅
萱
」
諸
本
解
題―
万
治
板
以
降
の
展
開
に
つ
い
て
」（『
近
松
の
三
百
年
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
）。 
（
7
）
説
経
、
古
浄
瑠
璃
正
本
の
挿
絵
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
信
多
純
一
「
浄
瑠
璃
本
の
挿
絵―
浄
瑠
璃
史
に
関
連
し
て―
」（
諏
訪
春
雄
ほ
か
編
『
図
説  
日
本
の
古
典  
近
松
門
左
衛
門
』
集
英
社
、
一
九
七
九
年
）
を
参
照
し
た
。 
（
8
）
秋
本
鈴
史
「
古
浄
瑠
璃
『
燈
台
鬼
』
の
時
代
」（『
歌
舞
伎  
研
究
と
批
評
』
九
、
一
九
九
二
年
六
月
）、「
寛
永
期
の
浄
瑠
璃
」（
鳥
越
文
蔵
・
内
山
美
樹
子
・
渡
辺
保
編
『
岩
波
講
座
歌
舞
伎
・
文
楽  
第
七
巻  
浄
瑠
璃
の
誕
生
と
古
浄
瑠
璃
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）。 
（
9
）『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
一
、
口
絵
解
題
（
横
山
重
）、
阪
口
弘
之
「
操
浄
瑠
璃
の
語
り―
口
承
と
書
承―
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
四
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二
、
一
九
九
四
年
五
月
）。 
（
10
）
信
多
純
一
氏
、
前
掲
注
の
論
に
よ
る
。 
（
11
）
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
説
経
稀
本
集
』
所
収
『
あ
い
ご
物
語
』
解
題
（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
八
年
）。 
（
12
）
川
崎
剛
志
「
絵
画
化
さ
れ
た
説
経―
絵
巻
・
奈
良
絵
本
の
さ
ま
ざ
ま―
」（
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
説
経  
人
は
神
仏
に
何
を
託
そ
う
と
す
る
の
か
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
）。 
（
13
）
阪
口
弘
之
「
操
浄
瑠
璃
の
語
り―
口
承
と
書
承―
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
四
二
、
一
九
九
四
年
五
月
）、「
説
経
「
苅
萱
」
諸
本
解
題―
万
治
板
以
降
の
展
開
に
つ
い
て
」（『
近
松
の
三
百
年
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
）。 
（
14
）
大
島
由
起
夫
「『
よ
し
う
ち
』
と
そ
の
周
辺―
お
伽
草
子
・
古
浄
瑠
璃
の
武
家
物
諸
篇
を
め
ぐ
っ
て―
」（『
中
世
衆
庶
の
文
芸
文
化  
縁
起
・
説
話
・
物
語
の
演
変
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。 
（
15
）『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
一
、
附
録
解
題
（
横
山
重
）。 
（
16
）
拙
稿
「
説
経
・
古
浄
瑠
璃
を
題
材
と
し
た
絵
巻
・
絵
入
り
写
本
制
作
の
一
様
相―
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
（
さ
ん
せ
う
太
夫
）』
を
例
に―
」（『
総
合
研
究
大
学
院
文
化
科
学
研
究
』
一
一
、
二
〇
一
五
年
三
月
）「
個
人
蔵
『
し
ゆ
つ
せ
物
語
』
解
題
・
翻
刻
」
（
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書
『
説
経
節―
人
は
神
仏
に
何
を
託
そ
う
と
す
る
の
か
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
）。 
（
17
）
沢
井
耐
三
「
役
行
者
」
解
説
（『
お
伽
草
子
絵
巻
集
と
研
究  
西
ベ
ル
リ
ン
本
』
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
一
年
）。 
（
18
）
小
林
健
二
「『
舞
の
本
絵
巻
』
の
制
作
を
め
ぐ
る
諸
問
題―
付
、
幸
若
舞
曲
の
絵
入
り
本
一
覧
稿
（
増
補
改
訂
）」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要  
文
学
研
究
編
』
四
三
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。 
（
19
）
佐
野
み
ど
り
「
扇
面
画
に
お
け
る
伝
統
と
創
造
」（『
風
流
・
造
形
・
物
語  
日
本
美
術
の
構
造
と
様
態
』
ス
カ
イ
ド
ア
、
一
九
九
説経・古浄瑠璃を題材とした絵画資料について（粂） 
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七
年
）。 
（
20
）
詳
細
は
拙
稿
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
大
橋
の
中
将
』
翻
刻
・
略
解
題
」（
小
峯
和
明
監
修
『
日
本
文
学
の
展
望
を
拓
く
』
五
巻
、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
（
21
）
後
藤
博
子
氏
の
二
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
課
題
名
「
地
方
芸
能
文
化
形
成
と
都
市
演
劇
文
化
摂
取
の
実
態
研
究
」）
実
施
状
況
報
告
書
に
よ
る
。 
（
22
）
宮
本
圭
造
「
古
浄
瑠
璃
史
再
検
」『
上
方
能
楽
史
の
研
究
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）。 
（
23
）『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
八
、
解
題
。 
（
24
）『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
十
、
解
題
（
横
山
重
）。 
（
25
）
内
容
が
古
浄
瑠
璃
と
さ
れ
る
絵
巻
、
絵
本
は
、
東
京
都
立
図
書
館
蔵
『
せ
ん
み
つ
丸
』
な
ど
、
他
に
も
存
在
す
る
。 
（
26
）
永
瀬
恵
子
「
英
一
蝶
の
画
巻
様
式
一
考―
「
名
古
屋
山
三
郎
絵
巻
」
の
制
作
を
め
ぐ
っ
て―
」（『
人
文
論
究
』
三
五―
二
〇
、
一
九
八
五
年
九
月
）。
な
お
、
太
田
記
念
美
術
館
蔵
に
も
『
不
破
名
護
屋
敵
討
絵
巻
』
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
未
見
。 
（
27
）
阪
口
弘
之
「
人
形
浄
瑠
璃
の
形
成
」（
諏
訪
春
雄
・
菅
井
幸
雄
編
『
講
座  
日
本
の
演
劇
４  
近
世
の
演
劇
』
勉
誠
社
、
一
九
九
五
年
）。
本
論
の
引
用
は
大
日
本
古
記
録
に
よ
る
。 
（
28
）
深
谷
大
「
津
山
藩
主
松
平
家
伝
来
古
浄
瑠
璃
系
写
本
」（『
岩
佐
又
兵
衛
絵
巻
群
と
古
浄
瑠
璃
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
一
年
）。 
（
29
）
現
在
、
岡
山
県
津
山
市
津
山
郷
土
博
物
館
所
蔵
。 
（
30
）
星
瑞
穂
「『
通
航
一
覧
』
に
み
る
「
贈
朝
屏
風
」
の
画
題
と
外
交―
「
碁
盤
忠
信
」
を
中
心
に―
」（『
中
世
の
物
語
と
絵
画
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
三
年
）。
な
お
「
贈
朝
屏
風
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
武
田
恒
夫
「
贈
朝
鮮
国
王
屏
風
に
つ
い
て
」（『
日
本
美
術
工
芸
』
六
三
九
号
、
一
九
九
一
年
一
二
月
）
に
拠
っ
た
。 
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（
31
）『
通
航
一
覧
』
は
正
編
三
二
二
巻
、
附
録
二
三
巻
、
続
輯
一
五
二
巻
、
附
録
二
六
巻
か
ら
な
る
。
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
の
三
河
国
片
浜
浦
に
漂
着
し
た
安
南
船
の
記
事
か
ら
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
異
国
船
打
払
令
の
公
布
に
い
た
る
ま
で
の
記
事
を
含
み
、
原
本
は
嘉
永
六
年
十
二
月
に
完
成
、
幕
府
に
献
上
さ
れ
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
紅
葉
山
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
が
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
五
月
に
火
災
に
よ
り
焼
失
。
現
在
は
明
治
初
年
の
写
本
が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
あ
り
、
こ
れ
を
底
本
と
し
た
国
書
刊
行
会
か
ら
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
論
も
、
引
用
は
こ
の
国
書
刊
行
会
本
に
拠
り
つ
つ
、『
東
洋
美
術
大
観
』
五
に
引
か
れ
る
「
朝
鮮
御
用
屏
風
御
入
用
等
書
付
」
も
参
照
し
た
。 
（
32
）
絵
師
の
土
佐
広
通
（
住
吉
如
慶
）
は
江
戸
時
代
初
期
に
設
立
し
た
住
吉
派
の
初
代
・
住
吉
如
慶
（
一
五
九
九―
一
六
七
〇
）
の
こ
と
で
、
禁
裏
や
幕
府
の
絵
画
制
作
に
関
わ
っ
て
い
た
。「
第
三
章  
や
ま
と
絵
の
新
た
な
庇
護
者―
徳
川
将
軍
家
と
住
吉
派―
」
（『
住
吉
派
研
究
』
藝
華
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
如
慶
が
手
が
け
た
軍
記
物
の
絵
画
と
し
て
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
堀
川
夜
討
絵
巻
』、
出
光
美
術
館
蔵
『
木
曽
物
語
絵
巻
』
や
、
先
の
第
六
回
明
暦
元
年
の
贈
朝
屏
風
の
作
例
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
う
ち
東
博
本
の
『
堀
川
夜
討
絵
巻
』
に
関
し
て
は
、
黒
木
祥
子
「
堀
川
夜
討
」
解
題
（
演
劇
研
究
会
編
『
歌
舞
伎
浄
瑠
璃
稀
本
集
成
』
上
巻
、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
詞
書
は
「
流
布
本
の
平
家
物
語
、
舞
の
本
の
「
堀
川
夜
討
」、
『
義
経
記
』
を
取
り
合
わ
せ
て
作
っ
た
本
文
」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
『
松
平
大
和
守
日
記
』
万
治
四
年
二
月
十
三
日
条
の
草
子
一
覧
に
「
堀
川
夜
討
」
が
あ
る
こ
と
、
寛
文
三
年
正
月
七
日
堺
町
で
の
芝
居
演
目
に
「
堀
川
夜
討
」
と
あ
る
こ
と
等
を
ふ
ま
え
、
東
博
本
が
寛
文
以
前
の
成
立
と
す
れ
ば
『
松
平
大
和
守
日
記
』
の
記
事
と
同
時
期
に
あ
た
り
「
古
浄
瑠
璃
正
本
を
絵
巻
化
し
た
例
は
幾
つ
か
存
在
す
る
の
で
、
こ
の
絵
巻
も
そ
の
可
能
性
は
高
い
」
の
で
は
な
い
か
と
説
く
。
黒
木
氏
は
、
一
曲
の
浄
瑠
璃
と
し
て
は
長
さ
が
短
い
こ
と
、
詞
書
に
古
浄
瑠
璃
特
有
の
形
式
句
が
な
い
こ
と
か
ら
古
浄
瑠
璃
絵
巻
と
断
定
す
る
こ
と
は
控
え
て
い
る
。
な
お
、
同
じ
第
六
回
の
贈
朝
屏
風
を
手
が
け
た
絵
師
に
、
勝
田
竹
翁
や
狩
野
春
雪
が
い
る
。
勝
田
竹
翁
に
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
説経・古浄瑠璃を題材とした絵画資料について（粂） 
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『
曾
我
物
語
絵
巻
』
や
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
富
士
巻
狩
』
が
、
狩
野
春
雪
に
は
九
軸
も
の
大
部
な
『
夜
討
曾
我
絵
巻
』
の
作
例
が
知
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
絵
師
た
ち
が
『
曾
我
物
語
』
や
舞
の
本
と
い
っ
た
語
り
物
の
題
材
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
た
様
相
が
う
か
が
え
る
。
勝
田
竹
翁
や
狩
野
春
雪
に
関
し
て
は
、
以
下
の
論
を
参
照
し
た
。 
・
宮
腰
直
人
「
勝
田
竹
翁
筆
『
富
士
牧
狩
』
考  
《
曽
我
物
語
》
研
究
序
説
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
一
一
一
、
二
〇
一
四
年
）。 
・
中
村
玲
「
表
絵
師
・
勝
田
竹
翁
の
御
用
に
つ
い
て ―
《
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
》
と
共
箱
か
ら
み
る
制
作
活
動
」（『
実
践
女
子
大
学
美
學
美
術
史
學
』
三
一
、
二
〇
一
七
年
三
月
）、「
勝
田
竹
翁
の
画
業
と
款
印
に
関
す
る
考
察
」（『
実
践
女
子
大
学
美
學
美
術
史
學
』
三
三
、
二
〇
一
九
年
三
月
）。 
・
谷
川
ゆ
き
「
狩
野
春
雪
筆
《
夜
討
曾
我
絵
巻
》
九
巻
本
に
つ
い
て
」（
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
編
『
二
〇
一
九
年
春
期
特
別
展  
幸
若
舞
曲
と
絵
画―
武
将
が
愛
し
た
英
雄
た
ち
』
二
〇
一
九
年
） 
（
33
）
横
山
正
「
浄
瑠
璃
『
三
浦
物
語
』
の
史
的
位
置  
併
載
、
端
本
『
三
浦
物
語
』」（『
近
世
演
劇
論
叢
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
六
年
）、
阪
口
弘
之
「
軍
記
読
物
浄
瑠
璃
の
成
立―
浄
瑠
璃
と
草
子
本―
」（『
人
文
研
究
』
三
七―
七
、
一
九
八
五
年
一
二
月
）。 
（
34
）
武
井
協
三
「
松
平
大
和
守
直
矩
の
日
記―
越
後
写
本
と
若
月
写
本
」（『
若
衆
歌
舞
伎
・
野
郎
歌
舞
伎
の
研
究
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
は
じ
め
と
し
、
後
藤
博
子
氏
の
一
連
の
論
考
に
詳
し
い
。 
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An Introduction to the Illustrated Book and 
Scrolls of Sekkyo and Kojoruri 
KUME Shiori 
Sekkyo and kojoruri, classical puppetry plays, were popular art forms 
in the 16th and 17th centuries, and numerous sekkyo and kojoruri works 
inspired illustrated books and scrolls.  Although there have been 
considerable studies on visual materials related to noh kyogen, kowaka 
dance, and kabuki, little research has been conducted on visual materials 
related to sekkyo and kojoruri.  This paper examines approximately 46 
visual materials (illustrated materials), including, books, scrolls, folding 
screens, and fans, considering the properties and trends of each material.  
Although it is generally accepted that illustrated books and scrolls in this 
period were made based on printed books, as with the kowaka genre, this 
paper finds that virtually no illustrated books and scrolls of sekkyo and 
kojoruri were made based on printed books.  Based on these findings, this 
paper goes on to examine Tsukoichiran, a list of titles of folding screens 
exported to China, and discovers that there was a social environment in the 
17th century where people were familiar with and communed with kojoruri 
visual materials. 
 
 
 
